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調査の概要 

（１）調査の目的 

本町においては、平成 23年に第５次玉城町総合計画を策定し、これにもとづき、まちづくり

を進めてきました。 

令和２年度に本計画が目標年次を迎えることから、次期の計画である「第６次玉城町総合計

画」を策定すべく作業を進めています。 

本調査は、計画策定時からのまちづくりについて、住民の目線で評価し、今後のまちづくりへ

の意向を聞き、新たな計画策定に向けた資料とするため実施しました。 

 

（２）調査対象者 

16歳以上の町内在住の方 2,000人 

 

（３）調査票の配布・回収状況 

配布数：2,000件 

回収数：797件 

有効回収率：39.8％ 

 

（４）調査方法 

郵送配布・郵送回収 

 

（５）調査期間 

令和元年９月～10月 

 

（６）グラフの見方等の注意点 

・構成比（%）は、原則として小数点以下第２位を四捨五入して算出した数値であるため、合計

が 100.0%にならない場合があります。 

・複数回答の場合、各項目の比率の合計は 100.0%を超えることがあります。 

・表、グラフ等の見出し及び文章中の選択肢の表現については、趣旨が変わらない程度で省略

している場合があります。 

・なお、集計結果は特記しない限り「回答なし」を含みます。 

・第５次総合計画策定時の住民意識調査を「第５次調査」と表記しています。 
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調査結果 

（１）属性 

①性別 

問 1 あなたの性別・年齢を教えてください。（平成 31年４月２日時点） 

◆回答者の性別は、女性が多くなっています。 

○ 回答者の性別は「男性」45.4％、「女性」53.5％と、女性の割合が高くなっています。 

○ 第５次調査と比べても傾向の変化はありません。 

 

図表 1 回答者の性別（経年比較） 
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②年齢 

◆回答者の年齢は、40歳代、60歳代、70歳以上割合が高くなっています。 

○ 回答者の年齢は、「40～49歳」が 19.7％、「70歳以上」が 19.6％、「60～69歳」が

19.3％と続いています。 

○ 第５次調査と比較すると、60歳以上の割合が低くなっています。 

 

図表 2 回答者の年齢 

 

 

図表 3 回答者の年齢（経年比較） 
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③居住地区 

問 2 あなたがお住まいの地区を教えてください。 

◆回答者の居住地区は、田丸地区、外城田地区が多くなっています。 

○ 回答者の住まいは、「田丸地区」が 38.6％、「外城田地区」26.5％、「有田地区」が

17.3％、「下外城田地区」が 14.8％と続いています。また、「わからない」と回答してい

る人も 2.6％います。 

○ 第５次調査と比較しても、大きな傾向の変化はありません。 

 

図表 4 回答者の居住地区（経年比較） 
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④家族形態 

問 3 あなたのお宅に現在一緒に住んでいる家族の形態を教えてください。 

◆同居の家族形態は、「夫婦と子どもで住んでいる（２世代）」が最も多くなっています。 

○ 回答者の同居している家族の形態は、「夫婦と子どもで住んでいる（２世代）」が 41.4％

と最も多く、「夫婦で住んでいる（１世代）」が 20.8％、「夫婦と子どもと親で住んでい

る（３世代）」が 15.4％、「夫婦と親で住んでいる（２世代）」が 11.9％、「ひとりで住

んでいる」が 6.3％と続いています。 

○ 第５次調査と比較すると、「夫婦と子どもで住んでいる（２世代）」がやや多くなってい

ます。 

 

図表 5 回答者の家族形態（経年比較） 

 
※今回調査は「夫婦と親で住んでいる（２世代）」「夫婦と子どもと親で住んでいる（３世代）」に分かれているが、第

５次調査は「２世帯以上同居で住んでいる」の選択肢のみである。 

 

⑤出身者か転入者か 

問 4 あなたは、玉城町の出身者か、それとも転入者かを教えてください。 

◆玉城町の出身者と転入者はほぼ半々となっています。 

○ 玉城町の出身者か、転入者かを訪ねたところ、転入者が 52.1％、「出身者」が 47.3％と

ほぼ半々の状況です。 

 

図表 6 出身者か転入者か 
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⑥居住期間 

問 5 あなたが玉城町に住んでいる期間（途中転出した期間は除く）を教えてください。 

◆玉城町での居住期間は「20年以上」が７割弱で最も多くなっています。 

○ 玉城町での居住期間は「20年以上」が 66.1％と最も多く、「10年以上 20年未満」が

19.7％、「５年以上 10年未満」が 6.8％、「５年未満」が 6.6％と続いています。 

○ 第５次調査と比較しても大きな傾向の変化はありません。 

図表 7 回答者の居住期間（経年比較） 

 

 

⑦職業（雇用形態） 

問 6 あなたの職業（雇用形態）を教えてください。 

◆回答者の職業（雇用形態）は、「正規の職員」が最も多く、“有職者”が６割強となっています。 

○ 回答者の職業（雇用形態）は、「正規の職員」が 33.2％と最も多く、「無職」17.7％、

「パート・アルバイト」が 16.8％と続いています。 

○ 「正規の職員」「派遣・嘱託・契約社員」「パート・アルバイト」「自営業及びその家族

従事者」の“有職者”が 63.9％、「家事専業」「学生」「無職」の“仕事をしていない

人”が 32.7％となっています。 

図表 8 回答者の職業（雇用形態） 
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玉城町の住みやすさについておたずねします。 

（２）住みやすさについて 

①住みやすさ 

問 7 あなたにとって、玉城町は住みやすいところですか。 

◆「住みやすい」または「どちらかといえば住みやすい」を合わせた９割超が“住みやすい”と感

じています。 

○ 玉城町の住みやすさについて、「住みやすい」が 48.1％と最も多く、「どちらかといえば

住みやすい」43.7％を合わせると 91.8％が“住みやすい”と感じています。 

○ 一方、「どちらかといえば住みにくい」が 6.3％、「住みにくい」が 1.1％であり、7.4％

が“住みにくい”と回答しています。 

○ 第５次調査と比較すると、「住みやすい」が最も多くなっていますが、９割以上が“住

みやすい”と回答しており、大きな傾向の変化はありません。 

図表 9 住みやすさ（経年比較） 
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<問 7－1> 問 7 で「１．住みやすい」、「２．どちらかといえば住みやすい」と回答された方

にお聞きします。あなたが住みやすいと思う理由は何ですか。あなたのお考えに近

いものを３つまで選んで、番号に○印をつけてください。 

◆住みやすいと思う理由は、自然環境が豊かであること、災害が少ないこと、治安がよいこと、日

常の買い物がしやすいことが多くなっています。 

○ 問７で「住みやすい」「どちらかといえば住みやすい」と回答した 731名の方に、住み

やすいと思う理由について尋ねたところ、「自然環境が豊かである」が 45.4％、「自然災

害（台風、地震）が少ない」が 40.9％、「治安が良い（安全である）」が 34.5％、「日常

の買い物がしやすい」が 25.9％と続いています。自然環境の豊かさ、災害が少ないこ

と、治安がよいこと、日常の買い物がしやすい利便性等が挙げられています。 

図表 10 住みやすいと思う理由 
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<問 7－2> 問 7 で「３．どちらかといえば住みにくい」、「４．住みにくい」と回答された方

にお聞きします。あなたが住みにくいと思う理由は何ですか。あなたのお考えに近

いものを３つまで選んで、番号に○印をつけてください。 

◆住みにくいと思う理由は、交通の利便性が７割強を占めています。 

○ 問７で「どちらかといえば住みにくい」「住みにくい」と回答した 59名の方に、住みに

くいと思う理由について尋ねたところ、「交通の利便性が悪い」が 72.9％と最も多くな

っています。次いで、「日常の買い物がしにくい」が 25.4％、「勤務地や学校から遠い」

が 23.7％で多くなっており、通勤・通学などの交通の不便さ、日常生活での買い物の不

便さが特に多くなっています。 

図表 11 住みにくいと思う理由 
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②まちが好きか 

問 8 あなたは「玉城町」のまちが好きだ（自慢できる）と思いますか。 

◆「玉城町」が好きだ・自慢できるについて「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」と回答

した方は８割強を占めています。 

○ 「玉城町」のまちが好きだ（自慢できる）と思うかを訪ねたとこと、「そう思う」が

31.0％、「どちらかといえばそう思う」が 51.6％で、合わせると 82.6％が“「玉城町」

を好きだ・自慢できる”と回答しています。 

○ 一方で、「どちらかといえばそう思わない」が 7.4％、「思わない」が 3.8％で、合わせ

ると 11.2％が“「玉城町」を好きだ・自慢できるとは思わない”と回答しています。 

図表 12 まちが好きか 

 

③子育てする場所として魅力的か 

問 9 あなたは玉城町が子育てする場所として魅力的だと思いますか。 

◆玉城町が子育てする場所として「魅力的だと思う」「どちらかといえば魅力的だと思う」と回答

した人は 68.8％を占めています。 

○ 玉城町が子育てする場所として「魅力的だと思う」が 21.7％、「どちらかといえば魅力

的だと思う」が 47.1％であり、合わせると 68.8％を占めています。一方、「どちらかと

いえば魅力的だと思わない」が 6.1％、「魅力的ではない」が 2.5％で、合わせると

8.6％となっています。 

○ また、「わからない」と回答している人は 22.1％あります。 

図表 13 子育てする場所として魅力的か 
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④働く場所として魅力的か 

問 10 あなたは玉城町が働く場所として魅力的だと思いますか。 

◆玉城町が働く場所として「魅力的だと思う」「どちらかといえば魅力的だと思う」を合わせた“働

く場として魅力的”と回答した人は 41.7％、「どちらかといえば魅力的ではない」「魅力的では

ない」働く場所として魅力的ではないと回答した人は 29.2％となっています。 

○ 玉城町が働く場所として「どちらかといえば魅力的だと思う」が 33.2％と最も多く、

「魅力的だと思う」が 8.5％を合わせると、41.7％が“魅力的だと思う”と回答してい

ます。 

○ 一方で、「どちらかといえば魅力的ではない」が 19.7％、「魅力的ではない」が 9.5％を

合わせると 29.2％が“魅力的ではない”と回答しています。 

○ さらに、「わからない」が 28.7％いる状況です。 

図表 14 働く場所として魅力的か 

 

⑤今後の居住意向 

問 11 あなたは玉城町に住み続けたいと思いますか。 

◆今後玉城町に住み続けたいと考えている人は７割弱となっています。 

○ 今後、玉城町に住み続けたいかは、「住み続けたい」が 66.0％と最も多く、「住み続けた

くない」は 3.5％とかなり低くなっています。 

○ また「どちらともいえない」が 30.2％となっています。 

図表 15 今後の居住意向 
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問10 玉城町が働く場所として魅力的だと思うか

n  =797
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問11 居住意向
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⑥住み続けるために必要なこと 

問 12 あなたにとって、玉城町に住み続けるために必要なことは何ですか。あなたのお考え

に近いものを３つまで選んで、番号に○印をつけてください。 

◆玉城町に住み続けるために必要なことは、交通網の充実、医療機関の充実、買い物の利便性、公

共交通機関の充実、働く場の充実が特に求められています。 

○ 玉城町に住み続けるために必要なことは、「周辺市町村や都市部への交通網の整備」が

42.0％と最も多く、「医療機関の充実」37.6％、「買い物の利便性の向上」が 37.0％、地

域内の公共交通の充実が 33.8％、「働く場の充実」が 25.5%と続いています。 

 

図表 16 住み続けるために必要なこと 
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玉城町の暮らしの満足度と今後のまちづくりの重要度についておたずねします。 

（３）施策の満足度と重要度 

問 13 あなたは、次の(1)～(42)の各項目について、今の状態についてどれくらい満足してい

ますか？「満足度」として、あなたのお考えに最も近いものを１つずつ選んで、番号に

○印をつけてください。 

 

    また、(1)～(42)の各項目について、今後、町がまちづくりを進めるにあたってどれ

くらい重要だと思われますか？ 今後のまちづくりの「重要度」として、あなたのお考

えに最も近いものを１つずつ選んで、番号に○印をつけてください。 

 

「満足」と「やや満足」と回答した者の合計の割合を『満足度』とします。 

「重要」と「やや重要」と回答した者の合計の割合を『重要度』とします。 

 

  



14 

①満足度・重要度 

◆「上水道の維持管理や水の安定供給（満足度 61.9％）」と最も高く、「健康教室や各種検診の取

組（満足度 58.6％）」「下水道の整備など下水処理対策（満足度 56.7％）」「安心して子育てがで

きる環境（51.8％）は満足度が高くなっています。 

◆一方で、「町内企業等への就労環境の改善に向けた啓発等の取組（満足度 9.4％）」「観光の振興

（満足度 11.7％）」「低所得者へ社会保障の取組（満足度 13.6％）」「秩序ある土地利用、開発指

導（13.8％）については満足度が低くなっています。 

 

◆重要度をみると、「病院・医療体制について（重要度 88.2％）」「防災対策の取組（重要度 87.3％）」

「消防・救急対策の取組（重要度 84.9％）」など、医療、防災、救急・消防の重要度が高くなっ

ています。 

◆一方で、「公民館などでの生涯学習（重要度 53.2％）」「スポーツ環境や機会づくり（重要度 54.5％）」

「文化・芸術にかかわる機会づくり（54.6％）」など、生涯学習、スポーツ、文化をあまり重要

とは考えていない方が多くなっています。 

図表 17 【満足度】（「満足」+「やや満足」） 

 上位項目 ％   下位項目 ％ 

1 上水道の維持管理や水の安定供給 61.9  1 町内企業等への就労環境の改善に

向けた啓発等の取組 

9.4 

2 健康教室や各種検診の取組 58.6  2 観光の振興 11.7 

3 下水道の整備など下水処理対策 56.7  3 低所得者へ社会保障の取組 13.6 

4 安心して子育てができる環境 51.8  4 秩序ある土地利用、開発指導 13.8 

5 ごみの減量化やリサイクル活動 47.8  5 働く場の確保や就業・起業支援の

取組 

14.1 

6 子どもの予防接種や健診の取組 47.6  6 商工業の振興 15.1 

7 病院・医療体制について 46.3  7 文化・芸術にかかわる機会づくり 16.0 

8 保育所での教育や保育 40.8  8 行政との協働のまちづくり 16.4 

9 まちの美化や環境保全対策の取組 40.5  9 詐欺等から消費者を守る取組 16.5 

10 消防・救急対策の取組 38.1  10 健全な行財政運営 16.7 

 

図表 18 【重要度】（「重要」+「やや重要」） 

 上位項目 ％   下位項目 ％ 

1 病院・医療体制について 88.2  1 公民館などでの生涯学習 53.2 

2 防災対策の取組 87.3  2 スポーツ環境や機会づくり 54.5 

3 消防・救急対策の取組 84.9  3 文化・芸術にかかわる機会づくり 54.6 

4 健康教室や各種検診の取組 84.3  4 観光の振興 55.7 

5 上水道の維持管理や水の安定供給 83.0  5 住民自治の活発な活動 59.3 

6 下水道の整備など下水処理対策 82.0  6 文化財の保護・活用 60.2 

7 児童生徒への学校教育 81.5  7 男女平等社会の環境づくり 61.5 

8 防犯対策の取組 81.5  8 行政との協働のまちづくり 61.6 

9 主要な道路や生活道路の整備 80.8  9 低所得者へ社会保障の取組 61.7 

10 ごみの減量化やリサイクル活動 80.4  10 秩序ある土地利用、開発指導 62.6 
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図表 19 満足度と重要度（経年比較） 
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図表 20 満足度（経年比較） 

 

 

  

今回調査項目
今回調査

（R1)

第５次調査

（H26）

計画

目標値
差

1 1  安心して子育てができる環境 51.8 39.6 12.2

2  子どもの予防接種や健診の取組 47.6 36.3 11.3

2 3  保育所での教育や保育 40.8 19.8 21.0

4  児童生徒への学校教育 33.9 27.1 6.8

5  青少年の健全育成の取組 21.4 17.8 3.6

6  人権擁護や人権意識の啓発活動 18.4 15.4 20 3.0

3 7  文化・芸術にかかわる機会づくり 16 27.5 -11.5 

8  公民館などでの生涯学習 24.4 33.0 -8.6 

9  スポーツ環境や機会づくり 25.3 33.2 -7.9 

10  男女平等社会の環境づくり 32.8 20.5 12.3

4 11  健康教室や各種検診の取組 58.6 54.8 3.8

12  病院・医療体制について 46.3 41.6 45 4.7

5 13  地域住民による支えあいの福祉活動 28.5 38.8 -10.3 

14  高齢者への介護・福祉サービス 30.7 37.9 -7.2 

15  障がい者への福祉サービス 23.5 25.2 -1.7 

16  低所得者へ社会保障の取組 13.6 12.8 0.8

6 17  防災対策の取組 30.1 23.7 6.4

18  消防・救急対策の取組 38.1 42.6 -4.5 

19  交通事故等の対策の取組 21.7 16.7 5.0

20  防犯対策の取組 19.5 14.4 5.1

21  詐欺等から消費者を守る取組 16.5 11.6 20 4.9

7 22  農林業の振興 16.9 27.6 -10.7 

23  商工業の振興 15.1 19.8 -4.7 

22.6 -7.5 

24  観光の振興 11.7 11.2 0.5

8 25  働く場の確保や就業・起業支援の取組 14.1 9.7 10 4.4

26  町内企業等への就労環境の改善に向けた啓発等の取組 9.4 7.3 2.1

9 27  自然環境の保全・保護 36 49.1 -13.1 

28  まちなみ整備や景観の整備 31.7 22.9 30 8.8

29  文化財の保護・活用 34.8 45.2 -10.4 

10 30  まちの美化や環境保全対策の取組 40.5 47.7 50 -7.2 

31  ごみの減量化やリサイクル活動 47.8 50.1 -2.3 

32  墓地や火葬場の適切な管理 35.2 47.3 -12.1 

33  上水道の維持管理や水の安定供給 61.9 65.5 75 -3.6 

34  下水道の整備など下水処理対策 56.7 59.4 -2.7 

11 35  秩序ある土地利用、開発指導 13.8 15.3 -1.5 

36  主要な道路や生活道路の整備 32.5 41.7 -9.2 

37  元気バスや鉄道の交通対策 29.8 16.2 13.6

38  安心で快適な住まいの供給 35.4 44.5 50 -9.1 

39  公園・広場・緑地の整備 23.4 25.7 25.7 -2.3 

12 40  住民自治の活発な活動 21.4 26.1 -4.7 

41  行政との協働のまちづくり 16.4 18.7 -2.3 

16.3 20 0.1

42  健全な行財政運営 16.7 14.1 2.6

17.4 -0.7 

協働のもとで進める効率的なまちづくり

（行財政経営など）について

産業の連携により、地域経済を活気づけ

るまちについて

安心して子供を産み育てられるまちにつ

いて

次代の人づくりにつながる教育のまちに

ついて

多世代が交流し、いきがいと活躍の場が

あるまちについて

自ら健康づくりに取り組めるまちについ

て

ボランティア活動とサービスとで支える

福祉のまちについて

地域が一体となって生活安全対策に取り

組むまちについて

「満足」+「やや満足」

魅力ある雇用の場が確保されるまちにつ

いて

自然を守り、景観と文化資源を生かすま

ちについて

美しい田園環境と調和するまちについて

都市基盤を適切に維持・更新するまちに

ついて
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図表 21 重要度（経年比較） 

 

  

「重要」「やや重要」

今回調査項目
今回調査

（R1)

第５次調査

（H26）
差

1 1  安心して子育てができる環境 80.3 68.4 11.9

2  子どもの予防接種や健診の取組 73.8 63.7 10.1

2 3  保育所での教育や保育 80.2 60.4 19.8

4  児童生徒への学校教育 81.5 67.0 14.5

5  青少年の健全育成の取組 72.9 68.2 4.7

6  人権擁護や人権意識の啓発活動 64 56.1 7.9

3 7  文化・芸術にかかわる機会づくり 54.6 46.8 7.8

8  公民館などでの生涯学習 53.2 54.8 -1.6 

9  スポーツ環境や機会づくり 54.5 53.9 0.6

10  男女平等社会の環境づくり 61.5 50.6 10.9

4 11  健康教室や各種検診の取組 84.3 75.2 9.1

12  病院・医療体制について 88.2 78.9 9.3

5 13  地域住民による支えあいの福祉活動 72.1 75.2 -3.1 

14  高齢者への介護・福祉サービス 77.4 73.3 4.1

15  障がい者への福祉サービス 72.4 68.1 4.3

16  低所得者へ社会保障の取組 61.7 59.7 2.0

6 17  防災対策の取組 87.3 79.3 8.0

18  消防・救急対策の取組 84.9 82.1 2.8

19  交通事故等の対策の取組 80 75.1 4.9

20  防犯対策の取組 81.5 75.4 6.1

21  詐欺等から消費者を守る取組 76.1 64.5 11.6

7 22  農林業の振興 65.2 62.0 3.2

23  商工業の振興 65.3 57.6 7.7

54.5 10.8

24  観光の振興 55.7 48.0 7.7

8 25  働く場の確保や就業・起業支援の取組 75.5 69.3 6.2

26  町内企業等への就労環境の改善に向けた啓発等の取組 68.2 65.4 2.8

9 27  自然環境の保全・保護 72.3 70.7 1.6

28  まちなみ整備や景観の整備 69.7 59.5 10.2

29  文化財の保護・活用 60.2 62.6 -2.4 

10 30  まちの美化や環境保全対策の取組 78 71.2 6.8

31  ごみの減量化やリサイクル活動 80.4 73.8 6.6

32  墓地や火葬場の適切な管理 64.9 63.5 1.4

33  上水道の維持管理や水の安定供給 83 78.1 4.9

34  下水道の整備など下水処理対策 82 76.3 5.7

11 35  秩序ある土地利用、開発指導 62.6 53.3 9.3

36  主要な道路や生活道路の整備 80.8 72.1 8.7

37  元気バスや鉄道の交通対策 79.5 70.5 9.0

38  安心で快適な住まいの供給 73.6 70.4 3.2

39  公園・広場・緑地の整備 72.8 61.8 11.0

12 40  住民自治の活発な活動 59.3 54.7 4.6

41  行政との協働のまちづくり 61.6 58.0 3.6

56.9 4.7

42  健全な行財政運営 67 58.4 8.6

61.7 5.3

協働のもとで進める効率的なまちづくり

（行財政経営など）について

安心して子供を産み育てられるまちにつ

いて

次代の人づくりにつながる教育のまちに

ついて

多世代が交流し、いきがいと活躍の場が

あるまちについて

自ら健康づくりに取り組めるまちについ

て

ボランティア活動とサービスとで支える

福祉のまちについて

地域が一体となって生活安全対策に取り

組むまちについて

産業の連携により、地域経済を活気づけ

るまちについて

魅力ある雇用の場が確保されるまちにつ

いて

自然を守り、景観と文化資源を生かすま

ちについて

美しい田園環境と調和するまちについて

都市基盤を適切に維持・更新するまちに

ついて
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②評点による満足度と重要度 

「満足」「重要」を＋２点、「やや満足」「やや重要」を＋１点、「どちらとも言えない」を０点、

「やや不満」「あまり重要ではない」を－１点、「不満」「重要でない」を－２点とした５段階評

価で得点を付け、42項目ごとに「わからない」「無回答」を除く母数での平均（評点）を算出し

ています。 

 

【満足度の評点の結果】 

◆「子どもの健診」「上水道」「健康教室」「子育て環境」などの満足度の評点が高くなっています。

一方で、「就労環境改善の取組」「観光振興」「公園等の整備」「就業・起業支援」などは満足度の

評点が低くなっています。 

 

【重要度の評点の結果】 

◆「子育て環境」「学校教育」「防災」「医療」などの重要度の評点が高くなっています。一方で「生

涯学習」「スポーツ」「観光振興」「文化・芸術」などは重要度の評点が低くなっています。 

 

図表 22 【満足度評点】 

 上位項目 ％   下位項目 ％ 

1 子どもの予防接種や健診の取組 0.97  1 町内企業等への就労環境の改善に

向けた啓発等の取組 

-0.20  

2 上水道の維持管理や水の安定供給 0.95  2 観光の振興 -0.17  

3 健康教室や各種検診の取組 0.84  3 公園・広場・緑地の整備 -0.14  

4 安心して子育てができる環境 0.81  4 働く場の確保や就業・起業支援の

取組 

-0.12  

5 下水道の整備など下水処理対策 0.80  5 元気バスや鉄道の交通対策 0.00  

6 保育所での教育や保育 0.75  6 商工業の振興 0.01  

7 児童生徒への学校教育 0.56  7 秩序ある土地利用、開発指導 0.01  

8 墓地や火葬場の適切な管理 0.56  8 農林業の振興 0.07  

9 ごみの減量化やリサイクル活動 0.54  9 防犯対策の取組 0.10  

10 消防・救急対策の取組 0.50  10 主要な道路や生活道路の整備 0.10  

図表 23 【重要度評点】 

 上位項目 ％   下位項目 ％ 

1 安心して子育てができる環境 1.63  1 公民館などでの生涯学習 0.72 

2 児童生徒への学校教育 1.60  2 スポーツ環境や機会づくり 0.75 

3 防災対策の取組 1.60  3 観光の振興 0.81 

4 病院・医療体制について 1.59  4 文化・芸術にかかわる機会づくり 0.83 

5 保育所での教育や保育 1.53  5 男女平等社会の環境づくり 0.86 

6 消防・救急対策の取組 1.52  6 文化財の保護・活用 0.87 

7 上水道の維持管理や水の安定供給 1.52  7 住民自治の活発な活動 0.98 

8 子どもの予防接種や健診の取組 1.49  8 低所得者へ社会保障の取組 1.02 

9 下水道の整備など下水処理対策 1.48  

9 

商工業の振興 1.06 

10 健康教室や各種検診の取組 1.45  墓地や火葬場の適切な管理 1.06 

    行政との協働のまちづくり 1.06 
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③満足度と重要度の関係 

満足度と重要度の関係を把握するため、42項目全体の評点の平均値（満足度：0.32点、重要

度：1.23点）をもとに、42項目を【重点改善項目】、【重点維持項目】、【推移注目項目】、【維持

項目】の４区分で分類しました。 

Ａ：重点改善項目 ⚫ 満足度が低く、重要度が高い 

⚫ 最優先で改善が求められるもの 

Ｂ：重点維持項目 ⚫ 満足度が高く、重要度も高い 

⚫ 概ね満足が得られているが、引き続き維持・拡充していることがもと

められるもの 

Ｃ：推移注目項目 ⚫ 満足度が低く、重要度も低い 

⚫ 重要課題ではないが、今後の推移を注目していくことがもとめられる

もの 

Ｄ：維持項目 ⚫ 満足度が高く、重要度が低い 

◆「防災」「防犯」「道路」「交通事故対策」「公共交通対策」「就業・起業支援」などを最優先に改

善していくことが求められます。 

図表 24 重要度と満足度の関係 

 

 

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

1.4

1.6

1.8

2.0
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平均値

0.32

1.23

 安心して子育てができる環境

 子どもの予防接種や健診の取組

 保育所での教育や保育

 児童生徒への学校教育

 青少年の健全育成の取組

 人権擁護や人権意識の啓発活動

 文化・芸術にかかわる
機会づくり

 公民館などでの生涯学習
 スポーツ環境や機会づくり

 男女平等社会の環境づくり

 健康教室や各種検診の取組

 病院・医療体制について

 地域住民による支えあいの福祉活動

 高齢者への介護・福祉サービス

 障がい者への福祉サービス

 低所得者へ社会保障の取組

 防災対策の取組

 消防・救急対策の取組

 交通事故等の対策の取組

 防犯対策の取組

 詐欺等から消費者を守る取組

 農林業の振興

 商工業の振興

 観光の振興

 働く場の確保や就業
・起業支援の取組

 町内企業等への就労環境の
改善に向けた啓発等の取組

 自然環境の保全・保護

 まちなみ整備や景観の整備

 文化財の保護・活用

 まちの美化や環境保全対策の取組

 ごみの減量化やリサイクル活動

 墓地や火葬場の適切な管理

 上水道の維持管理や水の安定供給

 下水道の整備など下水処理対策

 秩序ある土地利用、開発指導

 主要な道路や生活道路の整備

 元気バスや鉄道の交通対策

 安心で快適な住まいの供給

 公園・広場・緑地の整備

 住民自治の活発な活動

 行政との協働のまちづくり

 健全な行財政運営
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図表 25 重要度と満足度の関係（経年比較） 

 

  

今回調査

（R1)

第５次調査

（H26）
差

今回調査

（R1)

第５次調査

（H26）
差

1 1  安心して子育てができる環境 0.81 0.70 0.11 1.63 1.36 0.27

2  子どもの予防接種や健診の取組 0.97 0.76 0.21 1.49 1.29 0.20

2 3  保育所での教育や保育 0.75 0.22 0.53 1.53 1.1 0.43

4  児童生徒への学校教育 0.56 0.36 0.20 1.60 1.31 0.29

5  青少年の健全育成の取組 0.35 0.03 0.32 1.34 1.29 0.05

6  人権擁護や人権意識の啓発活動 0.29 0.11 0.18 1.15 1.01 0.14

3 7  文化・芸術にかかわる機会づくり 0.19 0.24 -0.05 0.83 0.66 0.17

8  公民館などでの生涯学習 0.26 0.26 -0.00 0.72 0.82 -0.10 

9  スポーツ環境や機会づくり 0.32 0.33 -0.01 0.75 0.81 -0.06 

10  男女平等社会の環境づくり 0.42 0.27 0.15 0.86 0.83 0.03

4 11  健康教室や各種検診の取組 0.84 0.75 0.09 1.45 1.35 0.10

12  病院・医療体制について 0.40 0.44 -0.04 1.59 1.49 0.10

5 13  地域住民による支えあいの福祉活動 0.46 0.48 -0.02 1.18 1.36 -0.18 

14  高齢者への介護・福祉サービス 0.47 0.52 -0.05 1.39 1.37 0.02

15  障がい者への福祉サービス 0.40 0.39 0.01 1.30 1.3 0.00

16  低所得者へ社会保障の取組 0.13 0.00 0.13 1.02 1.09 -0.07 

6 17  防災対策の取組 0.19 0.19 -0.00 1.60 1.54 0.06

18  消防・救急対策の取組 0.50 0.57 -0.07 1.52 1.57 -0.05 

19  交通事故等の対策の取組 0.14 -0.09 0.23 1.37 1.4 -0.03 

20  防犯対策の取組 0.10 -0.03 0.13 1.41 1.45 -0.04 

21  詐欺等から消費者を守る取組 0.13 0.02 0.11 1.29 1.2 0.09

7 22  農林業の振興 0.07 0.20 -0.13 1.09 1.04 0.05

23  商工業の振興 0.01 -0.19 0.20 1.06 0.93 0.13

0.17 -0.16 0.96 0.10

24  観光の振興 -0.17 -0.27 0.10 0.81 0.7 0.11

8 25  働く場の確保や就業・起業支援の取組 -0.12 -0.40 0.28 1.32 1.3 0.02

26  町内企業等への就労環境の改善に向けた啓発等の取組 -0.20 -0.38 0.18 1.16 1.22 -0.06 

9 27  自然環境の保全・保護 0.34 0.61 -0.27 1.16 1.19 -0.03 

28  まちなみ整備や景観の整備 0.18 0.16 0.02 1.08 0.97 0.11

29  文化財の保護・活用 0.38 0.60 -0.22 0.87 1.02 -0.15 

10 30  まちの美化や環境保全対策の取組 0.43 0.50 -0.07 1.29 1.18 0.11

31  ごみの減量化やリサイクル活動 0.54 0.60 -0.06 1.36 1.3 0.06

32  墓地や火葬場の適切な管理 0.56 0.77 -0.21 1.06 1.09 -0.03 

33  上水道の維持管理や水の安定供給 0.95 1.05 -0.10 1.52 1.46 0.06

34  下水道の整備など下水処理対策 0.80 0.89 -0.09 1.48 1.44 0.04

11 35  秩序ある土地利用、開発指導 0.01 0.13 -0.12 1.08 0.99 0.09

36  主要な道路や生活道路の整備 0.10 0.34 -0.24 1.37 1.21 0.16

37  元気バスや鉄道の交通対策 -0.00 -0.55 0.55 1.36 1.25 0.11

38  安心で快適な住まいの供給 0.43 0.58 -0.15 1.26 1.26 -0.00 

39  公園・広場・緑地の整備 -0.14 -0.05 -0.09 1.13 0.99 0.14

12 40  住民自治の活発な活動 0.24 0.30 -0.06 0.98 0.94 0.04

41  行政との協働のまちづくり 0.12 0.10 0.02 1.06 1.08 -0.02 

0.07 0.05 1.01 0.05

42  健全な行財政運営 0.13 0.02 0.11 1.29 1.11 0.18

0.11 0.02 1.26 0.03

美しい田園環境と調和するま

ちについて

都市基盤を適切に維持・更新

するまちについて

協働のもとで進める効率的な

まちづくり（行財政経営な

ど）について

安心して子供を産み育てられ

るまちについて

次代の人づくりにつながる教

育のまちについて

多世代が交流し、いきがいと

活躍の場があるまちについて

自ら健康づくりに取り組める

まちについて

ボランティア活動とサービス

とで支える福祉のまちについ

て

地域が一体となって生活安全

対策に取り組むまちについて

重要度満足度

産業の連携により、地域経済

を活気づけるまちについて

自然を守り、景観と文化資源

を生かすまちについて

魅力ある雇用の場が確保され

るまちについて
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玉城町の将来のまちづくりについておたずねします。 

（４）めざすべきまちの将来イメージ 

問 14 将来に向けて、玉城町はどのようなまちをめざすべきだと思いますか。次の中から、

優先順位をつけて第３位まで選んで、下の欄に番号を記入してください。 

 

【優先順位１位のみ】 

◆子育てしやすいまち、事故や犯罪が少なく安心して暮らせるまち、道路・公園・河川・上下水道

がよく整備されたまち、介護・福祉サービスが行き届いたまち、自然が豊かなまちを将来のイメ

ージとして望んでいます。 

○ めざすべきまちの将来イメージとして第１位にあげたものは、「子育てしやすいまち」

が 18.4％と最も多く、「事故や犯罪が少なく安心して暮らせるまち」が 17.8％、「道

路・公園・河川・上下水道などがよく整備されたまち」が 14.1％、「お年寄りなどへの

介護・福祉サービスが行きとどいたまち」が 12.0％、「自然が豊かなまち」10.0％と続

いています。 

○ 第５次調査と比較して、「道路・公園・河川・上下水道などがよく整備されたまち」が

9.4ポイント上昇し、「お年寄りなどへの介護・福祉サービスが行きとどいたまち」が

7.8ポイント下降しています。 

図表 26 めざすべきまちの将来イメージ【優先順位１位】（経年比較） 
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子育てしやすいまち

事故や犯罪が少なく安心して暮らせるまち

道路･公園･河川・上下水道などがよく整備されたまち

お年寄りなどへの介護・福祉サービスが行きとどいたまち

自然が豊かなまち

買い物などの日常生活が便利なまち

産業活動が活発なまち

教育や文化活動がさかんなまち

住民どうしのふれあいやつながりの強いまち

学習やスポーツなどのやりたいことができるまち

観光などで多くの人が訪れるにぎわいのあるまち

住まいの近くに職場があるまち
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(%)

今回調査（R1年度）n=797

第５次調査（H26年度）n=786

問14 めざす姿 【１位】
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【優先順位１～３位統合】 

◆介護・福祉サービスが行き届いたまち、事故や犯罪が少なく安心して暮らせるまち、子育てしや

すいまち、道路・公園・河川・上下水道がよく整備されたまちを将来のイメージとして望んでい

ます。 

○ めざすべきまちの将来イメージとして第１位から第３位にあげたものを統合すると、

「お年寄りなどへの介護・福祉サービスが行きとどいたまち」が 51.2％と半数を超えて

最も多く、「事故や犯罪が少なく安心して暮らせるまち」が 47.1％、「子育てしやすいま

ち」が 39.1％、「道路・公園・河川・上下水道などがよく整備されたまち」が 35.8％、

と続いています。 

○ 第５次調査と比較して、「道路・公園・河川・上下水道などがよく整備されたまち」が

15.8ポイント上昇しています。 

 

図表 27 めざすべきまちの将来イメージ【優先順位１位～３位統合】（経年比較） 
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玉城町の子育て支援施策についておたずねします。 

（５）子育て支援施策について 

問 15 子どもを産み育てやすい環境にしていくために、玉城町ではどのようなことに取り組

む必要があると思いますか。あなたのお考えに近いものを３つまで選んで、番号に○印

をつけてください。 

◆子どもが犯罪や交通事故から守られる地域環境の整備、広場・公園などの遊び場の整備、多様な

保育サービス、産科・小児科などの医療体制の充実への期待が高くなっています。 

○ 子どもを産み育てやすい環境にしていくために、取り組みの必要性が高い項目は、「子

どもが犯罪、交通事故などから守られる地域環境の整備」が 32.1％で最も多く、「安心

して子どもを遊ばせることができる広場、講演などの整備」が 26.5％、「乳児保育や一

時保育、病児・病後児保育など多様な保育サービスの充実」が 23.5％、「安心して妊

娠、出産、子育てができる医療体制の充実」が 22.6％と続いています。 

○ 「特になし・今以上に必要なし」はわずか 3.3％であり、多くの人が取り組みの必要性

を感じています。 
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図表 28 子育て支援施策 

 

  

0 20 40 60

子どもが犯罪、交通事故などから守られる地域環境の
整備

安心して子どもを遊ばせることができる広場・公園など
の整備

乳児保育や一時保育、病児・病後児保育など多様な
保育サービスの充実

安心して妊娠、出産、子育てができる医療体制の充実

育児休業や労働時間短縮など、子育てしやすい職場環境
に向けた企業等への啓発

子どもの医療費にかかる負担の軽減

学童保育（放課後児童クラブ）の充実

児童手当の拡充

学費の助成などの奨学事業の充実

育児サポートの充実など子育て支援サービスの充実

子育てと仕事の両立についての意識啓発

子どもに対する多様な文化体験・スポーツ体験・
社会体験機会の提供

学校、塾、習い事などの教育環境の充実

子連れで外出しやすい施設やまちの環境整備の推進

ひとり親家庭への支援

子育てに関する情報の提供・相談体制の充実

多子世帯への支援

不妊治療の支援の充実

妊産婦、乳幼児の健康診断や保育指導など母子
保健サービスの充実

子育てサークルなど子育て活動を行う団体の育成

特になし・今以上に必要なし

その他

回答なし

32.1

26.5

23.5

22.6

19.2

18.4

17.9

13.3

12.9

12.8

12.4

11.3

9.0

9.0

8.4

7.4

4.5

4.3

3.6

2.3

3.3

2.0

2.1

(%)

問15 子どもを産み育てやすい環境にしていくための取り組み

n •• =797



25 

 

玉城町の移住・定住施策についておたずねします。 

（６）移住・定住施策について 

問 16 玉城町に多くの人が住むようにするためには、今後どのようなことに力を入れるべ

きだと思いますか。あなたのお考えに近いものを３つまで選んで、番号に○印をつけ

てください。 

◆移住・定住策として、交通網整備や子育て支援・環境の充実、雇用の充実、福祉・介護サービス

の充実が求められています。 

○ 玉城町に多くの人が住むようにするための取り組みとして「道路や公共交通（鉄道・バ

ス）など、交通網の整備」が 44.0％、「子育て支援・子育て環境の充実」が 35.6％、

「雇用機会・雇用の場の創出」が 35.0％、「福祉・介護サービスの充実」が 32.4％と続

いています。 

○ 「特になし・今以上に必要なし」は 2.1％とわずかです。 

図表 29 移住・定住施策 

 

  

0 20 40 60

道路や公共交通（鉄道・バス）など、交通網の整備

子育て支援・子育て環境の充実

雇用機会・雇用の場の創出

福祉・介護サービスの充実

空き家等を有効に活用するための支援
（空き家等の賃貸情報の提供、改修支援）

防災・減災対策の充実

学校・教育面の充実

商工業施設の誘致

玉城病院の経営の安定化・効率化

玉城町の魅力や良さのＰＲ・情報提供

住宅地の開発・造成

歴史的な街並みや伝統ある文化の継承・活用

地域コミュニティが主体となった住民主体のまちづくり
の推進

特になし・今以上に必要なし

その他

回答なし

44.0

35.6

35.0

32.4

27.0

22.0

17.8

17.2

14.8

10.5

9.5

4.4

4.0

2.1

2.8

1.8

(%)

問16 多くの人が住むようにするために力を入れること

n •• =797
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玉城町の若者支援施策についておたずねします。 

（７）若者支援施策について 

問 17 玉城町が若者にとって暮らしやすく、夢や希望が持てるようになるには、今後、どの

ようなことに力を入れるべきだと思いますか。あなたのお考えに近いものを３つまで選

んで、番号に○印をつけてください。 

◆希望する職業に就職できること、若者が意見を言いやすく・受け入れられるまちであることが

若者にとって暮らしやすく、夢や希望を持てる取り組みと考えられています。 

○ 玉城町が若者にとって暮らしやすく、夢や希望が持てるようになるためには、「希望す

る職業に就職することができること」が 42.8％と最も多く、「若者が意見を言いやす

く、また意見を取り入れやすいまちであること」が 32.0％と続いています。 

○ ほとんどの項目で 20％以上の回答があり、若者支援施策に多くの取り組みが求められて

います。 

図表 30 若者支援施策 

 
 

  

0 20 40 60

希望する職業に就職することができること

若者が意見を言いやすく、また意見を取り入れやすい
まちであること

進学した時に奨学金などの支援があること

若者が仕事や学校以外でも活躍できる場があること

若者が楽しむことができる施設やイベントがあること

困った時に相談に乗ってくれる人がいること

色々な世代の人とふれあいや交流があること

若者がスポーツや趣味を楽しむことができること

若者同士が交流したり、出会う場があること

若者に真剣に接して指導してくれること

特になし・今以上に必要なし

その他

回答なし

42.8

32.0

29.2

26.7

26.0

23.0

22.6

20.8

20.7

18.3

3.5

2.0

2.1

(%)

問17 若者にとって暮らしやすく夢や希望が持てるようになるために力を入れること

n •• =797
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玉城町の就業支援施策についておたずねします。 

（８）就業支援施策について 

問 18 玉城町で働く人を増やすために、今後、どのようなことに力を入れるべきだと思いま

すか。あなたのお考えに近いものを２つまで選んで、番号に○印をつけてください。 

◆就業支援施策として、企業誘致と働きやすさのための企業への啓発が求められています。 

○ 玉城町で働く人を増やすための力を入れることは「企業誘致による雇用の拡大」が

48.7％と最も多く、「育児・介護休業、労働時間短縮など、働きやすい職場環境に向け

た町内の企業への啓発」が 36.6％と多くなっています。 

図表 31 就業支援施策 

 

 

  

0 20 40 60

企業誘致による雇用の拡大

育児・介護休業、労働時間短縮など、働きやすい
職場環境に向けた町内の企業への啓発

就職に関する相談窓口等の充実

町内の企業情報の発信・ＰＲ

職業能力を高められるスキルアップ（資格取得等）の
研修等への支援や紹介

町内の企業が実施するインターンシップ（職場体験）
への支援や紹介

税制優遇、事業資金の低利融資などによる既存の
企業への支援

起業などへの支援の充実

特になし・今以上に必要なし

その他

回答なし

48.7

36.6

18.4

16.4

16.2

15.3

14.4

10.5

4.6

1.8

2.4

(%)

問18 町で働く人を増やすために力を入れること

n •• =797
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玉城町の防災対策についておたずねします。 

（９）防災対策について 

問 19 地震や集中豪雨などの災害に、あなた自身が備えるために、町としてどのようなこと

に力を入れるべきだと思いますか。あなたのお考えに近いものを２つまで選んで、番号

に○印をつけてください。 

◆防災対策として、災害時の迅速な情報提供が最も多くなっています。 

○ 災害時や自分自身の災害時の備えのため、町として支援することを尋ねたところ「災害

時における迅速な情報提供」が 70.4％と最も多くなっています。次いで、「一時避難場

所や避難路の整備」が 38.8％、「住宅の防火、耐震化への支援」が 32.4％と続いていま

す。 

○ 第５次調査と比較すると、「住宅の防火、耐震化への支援」が 10.4ポイント、「災害時

における迅速な情報提供」6.9ポイントと上昇し、期待が高まっています。 

図表 32 防災対策 

 

 

  

0 20 40 60 80

災害時における迅速な情報提供

一時避難場所や避難路の整備

住宅の防火、耐震化への支援

災害時の心得や地震に関する知識の普及

地域で活動できる自主防災組織を強化する支援

防災訓練の充実

特になし・今以上に必要なし

その他

回答なし

70.4

38.3

32.4

18.6

14.3

7.9

1.6

3.1

1.3

63.5

45.9

21.8

21.0

21.5

11.1

0.9

2.2

(%)

今回調査（R1年度）n=797

第５次調査（H26年度）n=786

問19 災害にあなた自身が備えるために町が力をいれること
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玉城町の文化・スポーツ振興についておたずねします。 

（10）文化・スポーツ施策について 

問 20 町の文化振興やスポーツ振興等に向けて、今後、町内にどのような施設の整備や改修

が必要だと思いますか。あなたが望む施設を２つまで選んで、番号に○印をつけてくだ

さい。 

◆文化・スポーツ施設の整備・改修としては、図書館、公園が求められています。 

○ 町の文化振興やスポーツ振興等に向けて必要とされる施設の整備・改修を尋ねたとこ

ろ、「図書館」が 54.5％で最も多く、「公園」が 35.0％、「屋内（温水）プール」が

20.2％、「体育館」が 17.8％と続いています。 

○ 「特になし・今以上に必要なし」が 11.7％となっています。 

図表 33 文化・スポーツ施設の整備や改修が必要なもの 

 

  

0 20 40 60

図書館

公園

屋内（温水）プール

体育館

美術館・博物館

グラウンド

サッカー場

武道館

テニスコート

ゲートボール場

特になし・今以上に必要なし

その他

回答なし

54.5

35.0

20.2

17.8

9.7

8.7

2.9

2.6

2.0

1.0

11.7

4.8

2.0

(%)

問20 整備、改修が必要な文化、スポーツ施設

n •• =797
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玉城町の文化財等の歴史的資産保護等についておたずねします。 

（11）文化財等の歴史的資産保護等について 

問 21 町内には田丸城跡、田宮寺の木造十一面観音立像、旧金森家別邸「玄甲舎」（茶室）な

どの有形・無形の文化財が数多く残っていますが、これらの文化財についてのあなたの

お考えに近いものを２つまで選んで、番号に○印をつけてください。 

◆文化財は歴史を物語るもの、未来へ継承していくべきものという考えが半数を超えて多くなっ

ています。 

○ 文化財について「文化財等は町の歴史を物語るものである」が 57.1％、「文化財等は先

祖から受け継いだ大切な資産で、未来へ継承していくべきものである」が 56.5％と半数

を超え、文化財を今後も大切にしていく考えが多くなっています。 

図表 34 文化財等の保護施策 

 

 

  

0 20 40 60 80

文化財等は町の歴史を物語るものである

文化財等は先祖から受け継いだ大切な資産で、
未来へ継承していくべきものである

文化財等の保護や修理、維持管理にお金がかかるもので
ある

文化財等は古くて難しいイメージで、あまり身近に
感じられない

町の文化財等の重要性があまりわからない

周辺開発などにあたっては時間と手間がかかるなど、
文化財等は面倒な存在である

その他

回答なし

57.1

56.5

25.8

14.6

14.3

4.1

3.6

1.4

(%)

問21 町内の文化財についての考え

n •• =797
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問 22 駅舎の老朽化に伴い、近隣市町の JRの駅が簡易な駅舎になりつつあります。田丸駅に

おいても、同様の可能性があります。そこで、今後、駅舎について、どのような取り組

みをしていくべきだと思いますか。あなたのお考えに近いものを１つだけ選んで、番号

に○印をつけてください。 

◆田丸駅の駅舎は歴史文化遺産として保存しながら、そのまま利用する希望が６割を占めていま

す。 

○ 田丸駅の駅舎は、「駅舎は町の貴重な歴史文化遺産として保存しながら、駅舎のまま利

用する」が 60.5％と最も多く、「現在の駅舎は解体し、簡易駅舎に建て替える」が

24.3％であり、「現在の駅舎は移築して文化遺産として保存し、簡易駅舎を建てる」が

7.2％であり、駅舎の保存については 67.7％が賛成しています。 

図表 35 田丸駅駅舎の保存について 

 

 

  

0 20 40 60 80 100

60.5 24.3 7.2 5.8

2.3

(%)

駅舎は町の貴重な歴史文化遺産として保存しながら、駅舎のまま利用する

現在の駅舎は解体し、簡易駅舎に建て替える

現在の駅舎は移築して文化遺産として保存し、簡易駅舎を建てる

その他

回答なし

問22 駅舎の老朽に伴い、どのような取り組みをするべきか

n  =797
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地域の自治活動についておたずねします。 

（12）地域の自治活動について 

問 23 あなたは、お住まいの地域の自治活動（防災・防犯活動、清掃活動、健康増進活動、福

祉活動など）に対してどのようにかかわりたいとお考えですか。あなたのお考えに最も

近いものを１つだけ選んで、番号に○印をつけてください。 

◆地域の自治活動に対して、「今後も参加したい」「今後参加したい」の合計は約４割、「参加した

くない」「関心がなく、参加もしたくない」の合計も約４割を占めています。 

○ 地域の自治活動に対する参加意向は、「関心があり、現在活動に参加しており、今後も

参加したい」が 13.4％、「関心はあるものの、現在は参加していないが、今後は参加し

たい」が 26.5％、「関心はあるが、あまり参加したいとは思わない」が 29.5％、「関心

はないが、今後参加しなければいけないと思う」が 13.7％、「関心がなく、参加したい

とは思わない」が 10.4％となっています。 

○ 「関心があり、現在活動に参加しており、今後も参加したい」「関心はあるものの、現

在は参加していないが、今後は参加したい」を合わせた参加意向のある割合は 39.9％と

なっています。 

○ 第５次調査と比較すると、参加意向のある割合は 9.7ポイントと大きく減少していま

す。 

 

図表 36 地域の自治活動（経年比較） 

 

  

0 20 40 60 80 100

今回調査（R1年度）

第５次調査（H26年度）

13.4

16.8

26.5

32.8

29.5

28.6

13.7

12.3

10.4

5.3

3.0

0.9

3.5

3.2

(%)

関心があり、現在活動に参加しており、今後も参加したい

関心はあるものの、現在は参加していないが、今後は参加したい

関心はあるが、あまり参加したいとは思わない

関心はないが、今後参加しなければいけないと思う

関心がなく、参加したいとは思わない

その他

回答なし

問23 自治活動へのかかわり方について

n  =

797

786
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問 24 地域における自治活動がいっそう進むためには、地域として何を行うことが重要だと

思いますか。あなたのお考えに最も近いものを１つだけ選んで、番号に○印をつけてく

ださい。 

◆地域の自治活動が進むためには、地域を良くしようという住民の意識を高めること、地域の問

題を話し合う場や機会をつくること、活動できる場所の充実が求められています。 

○ 地域の自治活動が進むために重要なことは、「回覧板などで呼びかけ、自分達の住む地

域を良くしようという気持ちを高める」が 21.6％で最も多く、「地域の問題を自分達で

話し合って解決するためのしくみづくりをめざす」が 15.3％、「集会所や広場など、活

動できる場所を充実させる」が 15.2％と続いています。 

○ また「わからない」が 21.1％となっています。 

○ 第５次調査に比べて、「地域の問題を自分達で話し合って解決するためのしくみづくり

をめざす」が 8.6ポイント減少し、「わからない」が 5.5ポイント多くなっています。 

 

図表 37 地域の自治活動推進のために重要なこと（経年比較） 

 
  

0 20 40 60 80 100

今回調査（R1年度）

第５次調査（H26年度）

21.6

20.2

15.3

23.9

13.4

15.9

7.5

8.8

15.2

12.8

21.1

15.6

2.8

0.9

3.1

1.8

(%)

回覧板などで呼びかけ、自分達の住む地域を良くしようという気持ちを高める

地域の問題を自分たちで話し合って解決するためのしくみづくりを目指す

地域の風習など文化伝統行事を若い世代に継承していく

公民館活動をより活発化し、地域の核となるリーダーを育てる

集会所や広場など、活動できる場所を充実させる

わからない

その他

回答なし

問24 自治活動がいっそう進むために、地域として行うこと

n  =

797

786
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玉城町の協働のまちづくりについておたずねします。 

（13）協働のまちづくりについて 

問 25 あなたがお住まいの地域をより良くするためのまちづくりを進める方法として、どの

ようなやり方が望ましいと思いますか。あなたのお考えに最も近いものを１つだけ選ん

で、番号に○印をつけてください。 

◆まちづくりの進め方は「住民と行政との協働によるまちづくり」と「行政主体のまちづくり」を

望んでいる方が拮抗しています。 

○ 地域をより良くするためのまちづくりの進め方として「住民と行政が話し合い、役割分

担をしながら一緒に協働で取り組む」が 39.4％と最も多くなっています。次いで「住民

の要望を把握しながら、行政が主体となって取り組む」が 32.6％、「行政が主体となっ

て取り組み、住民は理解し、協力する」が 12.8％、「住民が主体となって取り組み、行

政はあくまでも側面から支援する」が 4.9％となっており、住民と行政との協働による

まちづくりを望んでいる方と行政主体のまちづくりを望んでいる方が拮抗する状況とな

っています。 

図表 38 協働のまちづくり（経年比較） 
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わからない

その他

回答なし

問25 まちづくりを進める方法として望ましいやり方

n  =

797

786
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問 26 あなたは、協働のまちづくりを推進する上で、町としてどのようなことを行うべきと

思いますか。あなたのお考えに最も近いものを１つだけ選んで、番号に○印をつけてく

ださい。 

◆協働のまちづくりを推進する上で町として行うべきことは、住民と一緒にまちづくり活動を行

うことやまちづくりへの参加の場や機会、情報の提供が求められています。 

○ 協働のまちづくりを推進する上で、町として行うべきことは、「住民と一緒にまちづく

り活動を行う」が 26.6％と最も多く、次いで「まちづくりを考えたり、参加したりでき

る場や機会を提供する」が 22.1％、「まちづくりに関するさまざまな情報を提供する」

が 18.2％と続いており、町として、住民と一緒にまちづくり活動を行うことやまちづく

りへの参加の場や機会、情報の提供が求められています。 

図表 39 協働のまちづくりのために必要なこと（経年比較） 
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その他

回答なし

問26 協働のまちづくり推進するうえで、町が行うべきこと

n  =

797

786
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玉城町の行財政改革についておたずねします。 

（14）行財政改革について 

問 27 過疎化、少子高齢化の中、地方の財政状況は非常に厳しい状況を迎えており、行財政

改革を進めていくことが求められます。そこで、玉城町において行財政改革を進めるう

えで、何を重視すべきだと思いますか。あなたのお考えに最も近いものを２つまで選ん

で、番号に○印をつけてください。 

◆行財政改革では、必要性の低い事務や事業の廃止統合や民間のノウハウの導入が重視されてい

ます。 

○ 行財政改革を進める上で、重視すべきことは、「必要性の低い事務や事業の廃止・統合

を行う」が 35.3％、「住民や民間などと連携するなど、民間のノウハウを積極的に導入

する」が 33.2％、「代行できる公共サービスは民間に任せ、町は行政でしかできないサ

ービスに特化する」が 28.5％と続いています。 

○ 第５次調査と比較すると、選択肢が増えたことで、全体的に減少傾向になっています

が、特に、「計画や事業の進捗状況、財務状況などの情報を分かりやすく公開する」が

11.5ポイント、「必要性の低い事務や事業の廃止・統合を行う」が 9.9ポイント、「町単

独ではなく、近隣市町と連携を図ったまちづくりを行う」が 7.9ポイントと大きく減少

しています。 

図表 40 行財政改革で重視すること（経年比較） 
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問 28 これからの玉城町には、どのような役割が求められていると思いますか。次の中から

１つだけ選んで、番号に○印をつけてください。 

◆求められる行政の役割は、ソフト面の施策、ハード面の施策、住民の生命と安全に関わるサービ

ス提供が求められています。 

○ 今後の行政の役割は、「子育てや学校教育、福祉など、ソフト面の施策のサービス提供

を重視する行政」が 28.6％と最も多く、「住民の生命と財産の安全に関わるサービスを

提供する行政」が 24.7％、「道路や河川、上下水道など、ハード面の生活基盤（インフ

ラ）の整備を重視する行政」が 20.2％と続いています。 

○ 第５次調査と比較すると、「住民の生命と財産の安全に関わるサービスを提供する行

政」が 9.4ポイント、「産業経済活動を促し、地域経済の活性化をけん引する行政」が

5.0ポイントと大きく減少しているのに対して、「路や河川、上下水道など、ハード面の

生活基盤（インフラ）の整備を重視する行政」が 14.3ポイントと大きく増加していま

す。 

図表 41 今後の町の役割（経年比較） 
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その他

回答なし

問28 これからの玉城町には、どのような役割が求められていると思うか

n  =

797

786
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住民意識調査による総合戦略の数値目標の比較 

 

■留意事項 

・今回調査は、16 歳以上の町内在住者を無作為で抽出した 2,000 名を対象に実施。 

・総合戦略調査は、町内在住の 15～22 歳の高校生・大学生相当の住民 1,144 名と町内在住の

22～49 歳の在住者・転入者 1,830 名を対象に実施。 

・総合戦略調査は、両方の調査で 22 歳が対象となっているため、23～49 歳の総合戦略調査結

果には 22 歳も含んでいる。 

 

問８．まちが好きだ（自慢できる）と思う割合 

 今回調査（Ｒ元年） 総合戦略調査（Ｈ27年） 

件数 割合 件数 割合 

16～22歳 60 88.3％ 448 63.8％ 

23～49歳 309 78.6％ 794 73.5％ 

合  計 369 80.2％ 1,242 70.0％ 

   ※「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」と回答した人の割合 

 

問９．玉城町が子育てする場所として魅力的だと思う割合（23～49歳） 

 今回調査（Ｒ元年） 総合戦略調査（Ｈ27年） 

件数 割合 件数 割合 

出身者 129 73.7％ 257 67.3％ 

転入者 180 72.2％ 530 65.4％ 

合 計 309 72.8％ 794 65.6％ 

   ※「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」と回答した人の割合 

 

問 10.玉城町が働く場として魅力的だと思う割合（23～49歳） 

 今回調査（Ｒ元年） 総合戦略調査（Ｈ27年） 

件数 割合 件数 割合 

出身者 129 46.5％ 257 43.6％ 

転入者 180 38.9％ 530 36.6％ 

合 計 309 42.1％ 794 38.8％ 

   ※「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」と回答した人の割合 

 

問 11.玉城町に住み続けたいと思っている割合 

 今回調査（Ｒ元年） 総合戦略調査（Ｈ27年） 

件数 割合 件数 割合 

16～22歳 60 43.3％ 448 40.6％ 

23～49歳 309 68.0％ 794 64.0％ 

合  計 369 64.0％ 1,242 55.6％ 

※「住み続けたい」と回答した人の割合 


